
運動会開催～友達と共に「きらきらぐんぐん」力を出し合う子供

校長 甲斐 信太郎

木々の緑の深みも増し、夏を感じる季節になりました。

運動会は，６月１９日（日），きらきらと輝く日差しの中，陵雲小学校の運動会を開催する

ことができ，ほっといたしました。多数の保護者や地域の皆様の御来校と子供たちへの大き

な拍手による御声援を賜りましたことに，深く感謝申し上げます。

今年度は，各ブロックごとに各学年３種目の競技を１日日程で実施いたしました。また，

３密を回避するため，参観に来られる保護者，地域の皆様にはご観覧お願い（マスク，検温，

ソーシャルディスタンス，時間差）等の参観者の制約があり，今までとは違う運動会の開催

となりました。保護者・地域の皆様に支えられていると感じたのは，声援ではなく拍手での

応援をいただいた点です。コロナの状況下，子供たちにとり，よい手本として映っていまし

た。その中で子供たちは意欲的に取り組み，全力を出して競い合うすがすがしい運動会とな

りました。

徒競走等で一生懸命に走る様子，実に楽しそうな表現運動等の子供たちの真剣な取組に心

を打たれました。また，子供たちの中で応援し合う気持ちや互いに讃え合う態度を随所に感

じることができました。運動会の中で子供たちが懸命に力を出し合う様子，次の子にバトン

を真剣につなごうとする姿に，子供たちの素直さや心のつながりの豊かさを感じました。ま

さに，集団行動の中で育つ子供の豊かな成長の一面でした。本年度の重点目標，『友達と共に

「きらきらぐんぐん」力を出し合う子供』に向かって子供たちが一歩成長したと感じる瞬間

でもありました。

子供の真剣な心やチームワークを願って取り組んだ運動会が，子供たちの自信に結び付く

教育の場となったことを，地域や家庭の皆様とともに喜びたいと思います。御協力や御支援

に心からお礼申し上げます。ありがとうございました。

旭川市立陵雲小学校学校通信

第２号

令和４年６月２２日（水）

～おもしろい学校づくりで考えて行動する子供の育成～

学校教育目標 「強く 明るく やりぬく子」

旭川市立陵雲小学校



本校では，今年度も北海道教育委員会から学校全体で授業改善に取り組むことで児童の

学力を向上させることを目的とした，授業改善チーム活用事業の指定を受けています。定

期的に本校の樋口奨教諭，永山小学校の善方幸教諭，永山西小学校の小林豊教諭の３名が，

各学級担任と共に TT(ティームティーチング）を行い，社会で生き抜くための資質・能力
を育成する授業改善を進めています。

また，今年度は，理科専科として須藤佳奈子教諭が４～６年生の理科指導，外国語専科

として辻理恵講師が３年生の外国語指導を行っています。専門性を生かしたより質の高い

教育活動で子供たちの学習を進めています。

本校では，主幹教諭加配をはじめ，学習支援員や特支補助指導員として以下の方々が指

導や支援に当たっています。個に応じたきめの細かい支援等で陵雲小の子供たちの学習を

支えています。

主幹教諭加配 田中 啓子教諭

学習指導員 藤田 真澄指導員

特支補助指導員 山本 要指導員 山口 美穂指導員

６月７日（火）に避難訓練を行いました。今

年度は，新型コロナウイルス感染症予防のため

に，実際にグラウンドへの避難訓練は行えませ

んでしたが，サイレン・放送による避難指示の

体験に加え，動画によるバーチャル避難体験，

防火扉の通過訓練を行いました。児童一人一人

がもしものときのことについて考え，避難の仕

方について，しっかり学ぶことができました。

悩みごとは身近な大人に相談しましょう。

下記の相談窓口を利用することもできます。

・旭川子どもホットライン

０１２０－５２８－５０６

・子ども相談支援センター

０１２０－３８８２－５６

・北海道ヤングケアラー相談サポートセンター

０１２０－５１６－０８６


